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一般社団法人　日本飼料用米振興協会（j-fra）は、農林水産省と共同で、全国の農業生産者を対象とした、多収性飼料用米の単位当たりの生産収量の日本一を表彰する事業（平成２８年（２０１６年）度事業）を実施いたします。

記

事業名称　：　「飼料用米多収日本一」表彰　事業

目　　的　：　飼料用米生産農家の生産技術の向上を目指し、多収を実現している先進的で他の模範となる経営体を表彰し、その成果を広く紹介する「飼料用米多収日本一」事業を実施します。

内　　容　：
　　

1.　飼料用米生産農家の生産にかかる技術水準の向上を推進するために、多収を実現している先進的で他の模範となる経営体を表彰し、その成果を広く紹介する「飼料用米多収日本一」の表彰を行います。

2.　全都道府県を対象とし、飼料用米に多収品種（知事特認含む）で取り組む作付面積１ha以上の経営体とし、応募を受けて審査を行い、平成28年産飼料用米の10a当たりの収量が優れる経営体を表彰します。

3.　 日程、応募方法については、以下により予定しています。

　・４月上旬　実施要領の公表

　・５月上旬　応募開始

　・６月末　　応募締切

　・翌年２月、３月　審査・表彰

　　応募先については、農林水産省地方農政局等を予定しております。

４　詳細ついては、今後、関係各位と調整し公表いたします。

参考　：　当協会が本事業を推進する経緯について
当協会は、今年（２０１６年）３月１１日（金）に、「飼料用米を活かす日本型循環畜産推進交流集会　～飼料用米普及のためのンポジウム２０１６～」を開催しました。

シンポジウムの開催報告は順次、本協会のホームページ（ http://www/j-fra.or.jp/ ）で発表してまいります。
速報としては、参加者は全ての参加者（講師、参加者、事務局）を含めて昨年と同数の170名となりました。

当日は、3.11の5年目という日程でさまざまな行事が開催されたことから、参加される方々の減少が予測されましたが、結果としては、飼料用米の生産が増え新たな事業の可能性が広がるなどから事業活動としての企業の参加が増えました。また、その成果としての展示などが盛りだくさんとなりました。
　本協会は、2008年（平成20年）に穀物価格が高騰したいわゆる「畜産・大パニック！」の際に、国内の畜産農業を守り、食糧自給率の向上などを目的に開催された「学習会」を起点に組織されました「超多収穫米普及連絡会」が原点となっております。

その後、飼料用米の普及や、日本型循環畜産と農業、流通、消費の連携などを目指して活動してきた７年間の活動実績を踏まえて、さらなる推進のため、2014年（平成26年）4月に一般社団法人化を実現しました。
昨年（2015年3月20日）、今年（2016年3月11日）と法人化後、２回の「飼料用米普及のためのシンポジウム」を開催してきました。2007年以来の通算９回目となっております。来年度は、10回目の記念すべき時期でもあり、一層活動の質を高める努力をしてまいりたいと考えております。
これまでも「飼料用米の利点、給与された家畜製品（鶏卵、鶏肉、牛肉、牛乳、豚肉）などの食味の改善などの成果を強調し、普及促進をしてきました。

さらに、国内外の様々な経済的変動、畜産・農業環境の大きな変化を背景に、食料自給率の向上が大きな課題となってきていることを受けて、食料自給率の向上、食料自給力の向上を巡る課題を掘り下げてきました。
　また、これまでの９年間で、多くの飼料用米の生産、利用（給餌）、生産物の利用推進事例を多く伝えてきましたが、多くの課題も提起されてきております。

これまで推進してきた「多収性飼料用米」の更なる普及啓発のために、全国的に「飼料用米の多収」を図ることを目的として、「飼料用米多収日本一」を表彰させていただき、「飼料用米」の一層の普及を目指したいと考えるに至りました。

この事業を通じて、全国の飼料用米の取り組みの先進事例を広めていくことができると考えました。
以上
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理事長　　海老澤惠子（j-fra 代表理事）（中野区消費者団体連絡会　副会長）
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理事　　　信岡誠治（東京農業大学農学部　畜産学科　准教授）理事　　
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